
上
野
に
あ
る
東
京
国
立
博
物
館
東
洋
館
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

「
東
洋
美
術
を
め
ぐ
る
旅
」
で
あ
る
。
ら
せ
ん
状
に
配
置
さ

れ
た
フ
ロ
ア
を
さ
ま
よ
い
な
が
ら
、
中
国
の
陶
磁
器
、
エ
ジ

プ
ト
の
剣
、
イ
ン
ド
の
彫
刻
な
ど
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の

様
々
な
地
域
か
ら
集
め
ら
れ
た
美
術
品
と
文
化
に
触
れ
る
。

そ
う
す
る
と
訪
れ
る
者
は
時
間
を
さ
か
の
ぼ
り
、
歴
史
の
渦

へ
と
飲
み
込
ま
れ
て
い
く
。
各
地
域
を
つ
な
ぐ
の
は
、
20
世

紀
初
頭
に
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
３
度
に
わ
た
っ
て
調
査
し
た
大

谷
探
検
隊
に
よ
る
展
示
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
展
示
品
を
通
じ

て
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
広
大
さ
と
異
文
化
間
交
流
の
重
要
性

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
広
大
な
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
統
一
す
る
遊
牧
民
の
国
家

が
13
世
紀
初
頭
に
突
如
と
し
て
現
れ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
は

マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
に
よ
っ
て
も
記
録
さ
れ
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

を
通
じ
た
貿
易
と
文
化
交
流
を
さ
ら
に
活
発
化
さ
せ
た
。

そ
の
後
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
は
わ
ず
か
２
０
０
年
で
衰
退
す

る
が
、
そ
の
遺
産
は
現
代
も
様
々
な
形
で
残
っ
て
い
る
。
遊

牧
民
を
意
味
す
る
「
ノ
マ
ド
」
と
い
う
言
葉
も
そ
の
一
つ
。

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
な
が
ら
、
場
所
に

縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
自
由
に
働
く
ノ
マ
ド
ワ
ー
カ
ー
は
、
現

代
の
遊
牧
民
で
あ
る
。
と
か
く
野
蛮
さ
が
強
調
さ
れ
が
ち
な

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
だ
が
、
実
際
は
極
め
て
洗
練
さ
れ
た
ノ
マ
ド

型
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ
国
家
で
あ
っ
た
。
遊
牧
民
で
あ
る
モ

ン
ゴ
ル
人
は
持
た
ざ
る
経
営
を
基
本
と
し
、
王
族
は
ユ
ー
ラ

シ
ア
大
陸
の
大
半
を
征
服
し
た
後
も
、
し
ば
ら
く
の
間
テ
ン

ト
暮
ら
し
を
好
ん
だ
。
彼
ら
は
、
ア
セ
ッ
ト
よ
り
も
ル
ー
ル

に
重
き
を
置
い
た
国
家
運
営
を
行
っ
て
い
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
は
16
世
紀
頃
か
ら
重
商
主
義
に
傾
倒

由
で
開
か
れ
た
商
取
引
が
可
能
と
な
っ
て
い
た
。
税
制
度
も
、

経
済
活
動
の
障
害
に
な
ら
な
い
部
分
に
絞
っ
た
課
税
が
行
わ

れ
、
塩
の
専
売
に
よ
る
税
収
が
８
割
以
上
を
占
め
て
い
た
。

通
貨
シ
ス
テ
ム
も
商
業
の
促
進
に
一
役
買
っ
た
。
モ
ン
ゴ

ル
帝
国
の
第
５
代
ハ
ン（
皇
帝
）で
あ
る
フ
ビ
ラ
イ
は
、
塩
の

引
換
券
と
し
て
の
高
額
紙
幣
や
、
財
物
と
の
交
換
を
前
提
と

し
な
い
不
兌
換
の
少
額
紙
幣
を
発
行
し
た
。
マ
ル
コ
・
ポ
ー

ロ
の
東
方
見
聞
録
に
は
、「
紙
幣
の
受
け
取
り
を
拒
否
し
た

も
の
は
死
刑
と
な
る
」
と
、
驚
き
を
も
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
。

抑
え
る
べ
き
点
を
最
小
限
保
持
し
つ
つ
、
大
胆
な
自
由
化

を
進
め
る
ノ
マ
ド
型
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ
は
、
デ
ジ
タ
ル
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
す
る
現
代
の
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ

に
お
い
て
も
参
考
に
な
る
点
が
少
な
く
な
い
。

ノ
マ
ド
型
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ
は
、
大
き
な
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
の
中
で
人
々
の
自
由
な
活
動
を
促
し
、
経
済
活
動
の

規
模
を
大
き
く
す
る
と
い
う
点
で
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

が
、
運
用
を
誤
っ
た
場
合
は
そ
の
弊
害
も
大
き
い
。
こ
う
し

た
事
態
を
回
避
す
る
た
め
、
ル
ー
ル
の
内
容
も
含
め
た
不
断

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
と
な
る
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
を
商
業
大

陸
に
変
え
た
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
は
、
現
地
化
に
よ
り
次
第
に
各

地
域
で
変
容
す
る
と
と
も
に
、
権
力
者
に
よ
る
不
正
も
起
こ

り
衰
退
し
て
い
く
。

遊
牧
民
た
ち
に
よ
る
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
の
国
家
戦
略
は
、
大

航
海
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
引
き
継
が
れ
て
い
き
、
ル
ー
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
最
も
た
け
た
英
国
が
覇
権
を
握
る
こ
と
に

な
る
。

し
て
い
く
が
、
こ
の
手
本
と
な
っ
た
の
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の

重
商
主
義
だ
っ
た
と
も
い
え
る
。

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
王
族
た
ち
は
、
ム
ス
リ
ム
商
人
に
オ
ル

ト
ク（
仲
間
の
意
味
）と
呼
ば
れ
る
特
権
を
与
え
、
共
同
出
資

に
よ
り
会
社
類
似
の
形
態
で
西
域
の
物
資
の
買
い
付
け
を
行

わ
せ
た
。
オ
ル
ト
ク
は
、
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
に
よ

る
東
イ
ン
ド
会
社
の
前
駆
体
の
よ
う
な
ル
ー
ル
で
あ
っ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
ノ
マ
ド
型
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ
は
、
大

胆
な
オ
ー
プ
ン
戦
略
に
よ
っ
て
、
各
地
域
の
自
主
性
を
活
か

し
た
分
散
型
の
経
済
シ
ス
テ
ム
を
作
り
出
し
て
い
た
。

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
領
内
で
は
、
駅
伝
制
度
が
整
備
さ
れ
る

と
と
も
に
、
他
の
国
で
は
一
般
的
で
あ
っ
た
関
税
や
通
行
税

が
撤
廃
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
広
大
な
ユ
ー
ラ
シ
ア
全
域
で
自

時の調べ略
歴

１
９
７
１
年
生
ま
れ
。
フ
レ
ッ
ク
ス

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代
表
取
締
役
。

弁
護
士
。
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
学

研
究
科
修
士
課
程（
商
法
専
攻
）修
了
。

ル
ー
ル
・
財
務
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

を
統
合
し
た
構
造
改
革
や
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
構
築
支
援
に
強
み
を
持
つ

フ
レ
ッ
ク
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を

創
設
。
民
間
企
業
の
戦
略
立
案
支
援

の
ほ
か
、
国
の
政
策
立
案
支
援
に
も

多
数
従
事
し
て
い
る
。

著
書
に
『
ル
ー
ル
の
世
界
史
』（
日

本
経
済
新
聞
出
版
、
２
０
２
２
年
）。

ノ
マ
ド
型
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ弁

護
士

伊いとう
藤
毅たける
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